
愛
知
県
は
「
自
動
車
盗
」

被
害
が
昨
年
と
比
べ
て
大
幅

に
増
加
し
て
お
り
、
全
国
で

最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

守
山
警
察
署
管
内
で
も
こ

と
し
20
件
（
８
月
末
ま
で
）

発
生
し
、
特
に
ラ
ン
ド
ク
ル

ー
ザ
ー
（
プ
ラ
ド
を
含
む
）

・
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
・
プ
リ
ウ

ス
の
被
害
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
所
有
者
の
方
は
、
以

下
の
〝
緊
急
対
策
〞
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

▽
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
（
有
償
）
の
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド

▽
物
理
的
な
対
策
（
例
＝

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）

▽
電
子
的
な
対
策
（
例
＝

イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の
追
加
）

▽
駐
車
環
境
へ
の
対
策

（
例
＝
防
犯
カ
メ
ラ
や
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
。
車
の
助
手
席

側
を
壁
際
に
し
て
止
め
る
）

オ
ウ
ム
真
理
教
は
、
過
去

に
国
家
権
力
を
打
倒
す
る
べ

く
武
装
化
し
、
１
９
９
５

（
平
成
７
）
年
の
「
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
」
を
は
じ
め
と

し
た
数
々
の
凶
悪
事
件
を
実

行
し
ま
し
た
。

い
ま
も
「
Ａ
ｌ
ｅ
ｐ

ｈ

（
ア
レ
フ
）
」
「
ひ
か
り
の

輪
」
と
名
を
変
え
て
活
動
を

続
け
て
お
り
、
依
然
と
し
て

教
祖
・
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本

智
津
夫
の
説
く
教
義
が
存
立

の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

両
教
団
は
、
無
差
別
大
量

殺
人
行
為
に
及
ぶ
危
険
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
観
察
処
分
に

付
さ
れ
る
な
ど
し
て
お
り
、

そ
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
と

認
め
ら
れ
ま
す
。

「
自
動
車
盗
」抑
止
に
向
け
て
緊
急
対
策
を
！

事
件
を
風
化
さ
せ
な
い
―
。「
オ
ウ
ム
真
理
教
」と
は
？

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個
人

情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲
載
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目
的
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
中
日
新
聞

販
売
店
が
お
届
け
し
ま
す
。

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
し
た
親
子
造
形
教
室

「
凧た

こ

を
作
っ
て
大
空
へ
！
」

（
守
山
区
役
所
、
守
山
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
共
催
）
が
、
12
月

８
日
（
日
）
に
開
か
れ
る
。
参

加
家
族
を
現
在
募
集
中
。

講
師
は
「
日
本
の
凧
の
会
」

東
海
支
部
の
研と

ぎ

谷た
に

厚
さ
ん
ら
。

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
守

山
３
＝
で
た
こ
作
り
（
午
前
10

時
〜
正
午
）
と
、
矢
田
川
河
川

敷
で
た
こ
揚
げ
（
午
後
１
時
〜

同
３
時
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

な
ど
の
内
容
で
行
わ
れ
る
。

ま
た
同
教
室
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

る
「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク

ー
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
対

象
事
業
で
、
ス
タ
ン
プ
が
２
個

も
ら
え
る
「
い
ち
お
し
イ
ベ
ン

ト
」
に
も
な
っ
て
い
る
。

材
料
費
６
０
０
円
。
定
員
は

12
組
（
一
家
族
３
人
ま
で
）
。

マ
ー
カ
ー
や
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の

具
と
い
っ
た
画
材
道
具
、
木
工

用
接
着
剤
、
弁
当
、
飲
み
物
を

持
参
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

申
し
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
名
古
屋
市
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
）
、
ま
た
は
往
復
は

が
き
（
一
人
一
通
の
み
有
効
）

で
受
け
付
け
。
往
復
は
が
き
は

往
信
裏
面
に
①
教
室
名
②
郵
便

番
号
・
住
所
③
参
加
者
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
、
子
ど
も
は
学
年

も
）
④
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
６
７
、

守
山
３
の
２
の
６
、
守
山
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
。

11
月
17
日
（
日
、
必
着
）
締

め
切
り
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン

タ
ー
＝
☎
０
５

２
（
７
９
１
）

７

１
６

１
＝

へ
。

「
名
器
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で

聴
く
♪
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

後
藤
浩
二

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

鈴
木

真ま

明あ

地ち

」
が
10
月
26
日
（
土
）
、

守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
１

＝
で
開
か
れ
る
。
午
後
２
時
開

演
、
同
１
時
半
開
場
。

後
藤
さ
ん
は
白
沢
小
・
守
山

北
中
を
卒
業
す
る
な
ど
生
粋
の

守
山
育
ち
で
、
日
本
を
代
表
す

る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
３
回

目
と
な
る
地
元
公
演
で
は
、
現

在
も
国
立
音
楽
大
学
で
ジ
ャ
ズ

を
学
ん
で
い
る
若
手
実
力
派
サ

ッ
ク
ス
奏
者
・
鈴
木
さ
ん
と
多

彩
な
演
奏
を
繰
り
広
げ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
生
誕
１
０

０
周
年
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー

ニ
特
集
」
と
し
て
「
酒
と
バ
ラ

の
日
々
」
や

「
ピ
ン
ク
パ
ン

サ
ー
の
テ
ー

マ
」
な
ど
。
ま

た
、
シ
ョ
パ
ン
「
ノ
ク
タ
ー
ン

O
p
.
9
-
2

」
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」
と
い
っ

た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
も
ジ
ャ

ズ
ア
レ
ン
ジ
で
披
露
す
る
。

チ
ケ
ッ
ト
（
全
指
定
席
）
は

一
般
２
千
円
。
電
子
チ
ケ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
「
ｔ
ｅ
ｋ
ｅ
ｔ
・
テ

ケ
ト
」
（
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
）
で
販
売
中
。
そ
の

ほ
か
、
守
山
文
化
小
劇
場
窓
口

で
取
り
扱
い
の
守
山
区
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
対
象
「
守
山
区

民
割
」
１
３
０
０
円
（
前
売
り

の
み
。
身
分
証
や
勤
務
先
の
名

刺
、
名
札
な
ど
提
示
要
）

も
あ
り
。

未
就
学
児
入
場
不
可
。

問
い
合
わ
せ
は
同
劇
場
＝

☎
０
５
２
（
７
９
６
）
１

８
２
１
＝
へ
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待

券
を
本
紙
読
者
５
組
10
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
ジ

ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
本

◇
第
61
回
守
山
区
民
美
術
展

10
月
４
日
（
金
）
前
９
〜
後

８
、
５
日
（
土
）
・
６
日

（
日
）
前
10
〜
後
４
、
守
山
区

役
所
講
堂
。
※
問
い
合
わ
せ
は

区
役
所
地
域
力
推
進
課
☎
０
５

ペ
ラ
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
名
物
の
焼
き
芋
の
販

売
も
。
※
各
催
し
の
時
間
や
参

加
費
な
ど
詳
し
く
は
同
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

◇
ま
ち
の
お
医
者
さ
ん
の
お

は
な
し

10
月
24
日
（
木
）
前
10
・
30

〜
11
・
30
、
守
山
児
童
館
☎
０

５
２
（
７
９
６
）
１
５
０
１
。

乳
幼
児
が
か
か
り
や
す
い
病
気

や
予
防
接
種
に
つ
い
て
と
い
っ

た
話
を
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
対
象
。
無
料

◇
し
だ
み
健
康
サ
ロ
ン
「
正

し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
学
ぼ
う
」

10
月
25
日
（
金
）
前
10
・
30

〜
正
午
、
志
段
味
図
書
館
☎
０

５
２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。

ど
ん
な
運
動
に
ど
ん
な
効
果
が

あ
る
の
か
を
学
ん
で
、
軽
く
実

践
。
講
師
は
鍼
灸
（
し
ん
き
ゅ

う
）
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
の
川
島
雅
大
さ
ん
、
理
学
療

法
士
の
森
本
泰
行
さ
ん
。
一
般

対
象
、
先
着
24
人
。
無
料

２
（
７
９
６
）
４
５
２
７
へ
。

区
在
住
や
在
勤
の
人
ら
に
よ
る

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸

・
書
道
・
写
真
１
０
０
点
ほ
ど

を
展
示
。
ま
た
、
小
学
４
年
〜

中
学
生
の
絵
画
と
書
道
「
第
２

回
守
山
区
子
ど
も
美
術
展
」
も

同
時
開
催
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
観
望
会
―
紫
金
山
（
し
き

ん
ざ
ん
）
・
ア
ト
ラ
ス
彗
星
（
す

い
せ
い
）
を
見
よ
う

10
月
12
日
（
土
）
後
６
・
30

〜
８
、
体
感
！
し
だ
み
古
墳
群

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０
５
２
（
７

３
９
）
０
５
２
０
。
古
代
人
も

見
た
で
あ
ろ
う
同
彗
星
に
つ
い

て
の
話
と
天
体
観
望
を
。
雨
天

な
ど
条
件
が
悪
い
場
合
は
「
月

の
満
ち
欠
け
早
見
」
を
製
作
。

※
予
約
は
同
館
の
電
話
で
受
け

付
け
。
一
般
対
象
、
先
着
30

人
。
参
加
費
３
０
０
円

◇
第
22
回

守
山
鯱
城
会

「
趣
味
の
作
品
展
」

10
月
16
日
（
水
）
〜
20
日

（
日
）
前
10
〜
後
５
、
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
＝
東
区

大
幸
南
１
の
１
の
10
＝
第
４
展

示
室
。
※
問
い
合
わ
せ
は
作
品

展
実
行
委
員
長
の
加
藤
さ
ん
＝

携
帯
０
９
０
―
６
６
１
２
―
２

５
１
１
へ
。
名
古
屋
市
高
年
大

学
卒
業
・
区
内
在
住
者
で
つ
く

る
同
会
の
会
員
ら
が
手
が
け
た

絵
画
や
書
、
陶
芸
な
ど
約
50
点

を
展
示
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
フ
ル
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
Ｄ
ａ

ｙ
10
月
19
日
（
土
）
前
９
〜
後

４
・
30
、
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ

ー
ク
☎
０
５
２
（
７
３
６
）
３

３
４
４
。
果
物
の
栽
培
体
験
や

ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ア
カ

文
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
お
近
く
の
中
日
新

聞
販
売
店
名
を
記
入
し
て
＝ci

rcle@m-hn.com

＝
へ
。

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
廿
軒
家
12
の
18
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

係
へ
。

と
も
に
締
め
切
り
は
10
月
１

日
（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
・

守
山
」
が
10
月
18
日
（
金
）
か

ら
20
日
（
日
）
ま
で
、
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
＝
東
区

大
幸
南
１
の
１
の
10
＝
第
７
展

示
室
＝
で
開
か
れ
る
。

区
内
在
住
者
を
中
心
と
し
た

有
志
ら
「
平
和
の
会
・
守
山
」

の
主
催
で
、
市
教
育
委
員
会
が

後
援
。
平
和
や
戦
争
を
考
え
て

ほ
し
い
―
の
思
い
か
ら
続
け
て

お
り
、
こ
と
し
で
27
回
目
。

体
験
記
や
写
真
、
戦
争
遺
品

な
ど
を
数
多
く
展
示
。
ま
た
、

20
日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
な
ご
や
平

和
の
日
」
の
制
定
を
10
年
に
わ

た
っ
て
市
に
働
き
か
け
て
き
た

東
邦
高
校
＝
名
東
区
＝
生
徒
会

有
志
ら
が
、
そ
の
取
り
組
み
と

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
語
る
。

入
場
無
料
。
各
日
と
も
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
。
問
い
合
わ

せ
は
「
平
和
の
会
・
守
山
」
事

務
局
＝
携
帯
０
９
０
―
２
５
７

８
―
０
５
３
７
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

【
補
足
】
な
ご
や
平
和
の
日

＝
太
平
洋
戦
争
中
の
名
古
屋
空

襲
に
よ
る
犠
牲
者
を
悼
み
、
悲

惨
な
戦
争
の
体
験
や
記
憶
を
後

世
に
語
り
継
ぐ
な
ど
が
目
的
。

空
襲
に
よ
り
名
古
屋
城
天
守
閣

が
焼
失
し
た
５
月
14
日
を
慰
霊

の
日
と
し
て
、
こ
と
し
市
条
例

で
制
定
さ
れ
た
。

大
地
震
か
ら
命
を
守

る
―
。
守
山
社
会
福
祉

協
議
会
＝
小
幡
南
１
＝

は
、
利
用
無
料
「
耐
震

留
具
取
付
事
業
」
を
実

施
中
。
自
力
で
取
り
付

け
が
困
難
と
い
っ
た
世

帯
を
対
象
に
、
申
し
込
み
期
限

を
来
年
３
月
７
日
ま
で
と
し
て

受
け
付
け
て
い
る
。

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
の

配
分
金
を
財
源
に
実
施
し
て
い

る
事
業
。
耐
震
留
め
具
の
取
り

付
け
は
、
昨
年
度
末
ま
で
で
約

１
千
軒
の
施
工
を
し
て
き
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
防
災

ボ
ラ
ネ
ッ
ト
守
山
」
が
行
う
。

居
間
・
寝
室
ほ
か
生
活
空
間

や
災
害
時
の
避
難
経
路
に
あ
る

家
具
・
冷
蔵
庫
な
ど
計
４
点
ま

で
取
り
付
け
可
。
施
工
の
日
は

都
合
を
調
整
し
な
が
ら
決
め
、

第
３
土
・
日
曜
に
行
う
。

対
象
は
、
守
山
区
内
在
住
の

自
力
で
取
り
付
け
が
困
難
な
①

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世

帯
②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
③

15
歳
以
下
の
子
が
い
る
ひ
と
り

親
世
帯
。
特
殊
な
金
具
が
必
要

な
場
合
（
事
前
に
相
談
の
上
）

材
料
の
実
費
負
担
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝
☎

０
５
２
（
７
５
８
）
２
０
１
１

＝
ま
た
は
＝
フ
ァ
ク
ス
０
５
２

（
７
５
８
）
２
０
１
５
＝
へ
。

先
着
70
世
帯
に
達
し
次
第
、
申

し
込
み
受
付
を
終
了
す
る
。

ー
ド
を
読
み
取

り
）
で
受
け
付

け
て
い
る
。

動
き
や
す
い

服
装
で
、
筆
記
用
具
と
飲
み
物

を
持
参
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
は
同
課
＝
☎
０
５
２
（
７

９
６
）
４
６
２
０
＝
へ
。

守
山
区
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
対
象
、
講
演
会
「
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
―
フ
レ
イ
ル
予
防

と
地
域
の
つ
な
が
り
―
」
が
10

月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜

同
３
時
、
守
山
区
役
所
＝
小
幡

１
＝
講
堂
で
開
か
れ
る
。

守
山
保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
介
護
予
防
事
業
「
元

気
で
い
こ
ま
い
倶
楽
部
」
の
催

し
。
生
活
習
慣
や
運
動
な
ど
、

家
庭
で
も
実
践
で
き
る
介
護
予

防
の
知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら

お
う
と
す
る
の
が
狙
い
。

講
師
は
地
域
健
康
開
発
研
究

所
所
長
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教

授
の
島
岡
清
さ
ん
。
要
介
護
に

な
る
一
歩
手
前
の
状
態
「
フ
レ

イ
ル
」
に
関
す
る
話
の
ほ
か
、

い
す
に
座
っ
て
で
き
る
予
防
運

動
の
指
導
も
行
わ
れ
る
。

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
10

月
11
日
（
金
）
ま
で
、
た
だ
し
先

着
１
５
０
人
。
守
山
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
予
防
課
の
電
話
と
、

専
用
フ
ォ
ー
ム
（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

名
器
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で
聴
く
♪

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

来
月
26
日

守
山
文
化
小
劇
場
で
開
催

鈴木さん（サックス） 後藤さん（ピアノ）

趣味を生かした作品
を数多く（昨年）

た
こ
作
り
と
た
こ
揚
げ
の
親
子
教
室

12
月
８
日

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

参
加
者
募
集
中

「
耐
震
留
具
取
付
事
業
」実
施
中

申
し
込
み
は
先
着
順

来
年
３
月
７
日
ま
で

守
山
区
役
所
講
堂
で
フ
レ
イ
ル
予
防
の
講
演
会

来
月
22
日

参
加
無
料

来
月
11
日
ま
で
受
け
付
け
中

連だこのたこ揚げも
（予定、写真は昨年）

耐震留め具の取り付けで
はボランティアらが活躍

分かりやすい話や運動指
導が好評の催し（昨年）

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
・
守
山
」

来
月
18
〜
20
日

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田展示品の一つ、寄せ

書きがされた日章旗

２０２４年（令和６年） ９月号 〔２〕




